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『

行
政
法
の

展

開
と

市
民
法
』

青ト

-

1

本
書
は

､

現
代
社
会
に

機
能
す
る

行
政
法
の

意
義

､

つ

ま

り
､

行
政
法

の

市
民

法
に

対

す
る

有
機
的
連
関
を

理

論
的
に

明
ら
か

に

す
る

も
の

で

あ

る
｡

本

書
の

意
図
す
る

内
容
に

つ

い

て

は
､

す
で

に
､

部
分
的
に

は
､

多

く
の

学
者
に

よ
っ

て

論
究
さ

れ

て

い

る

が
､

現
代
行
政
法
の

基
本
的
性
椅

を
､

そ
の

成
立
基
盤
と
の

対

此
に

お
い

て
､

か

つ
､

こ

の

よ

う
に

此

較
法

的
に

取
扱
わ
れ

た

こ

と

は

ほ

と

ん

ど

な

か
っ

た
の

で

は

あ

る

ま
い

か
｡

も

ち
ろ

ん
､

著

者
も
い

わ

れ

る

よ

う
に

､

｢

沿
革
的
に

み

れ

ば
､

行
政
法
は

国

家
に

関
す
る

法
で

あ

り
､

市
民

法
は

利
益
社
会
に

関
す
る

法
で

､

両
者
は

ま
っ

た

く
そ

の

次
元
を

異
に

す
る

も
の

で

あ
る

と

い

う

考
え

方
が

支
配
し

た

時
代
も

あ
っ

た

が
､

美
濃
部
博
士
に

は

じ

ま
る

わ
が

自
由
主

義
的
行
政

法
学
の

諸
巨

匠
は

､

か

か

る

二

元
論
的
構
成
に

す
る

ど
い

批
判
を

加
え

て

き

た

の

で

あ
っ

た
｡

し

か

し
､

そ
こ

で

は
､

行
政
法
と

市
民
法
と
の

次
元

的
差
異
を

否
定
し

た

と

は
い

え
､

す
す
ん
で

両
者
の

有
機
的
関
連
の

姿
ま

一で
そ
提
示
す
む
に

至
ら
な

か
っ

た
+

(

は

し
が

き
)

と
い

う
こ

と

が

で

き

よ

う
｡

こ

の

意
味
で

､

著
者

､

神
戸
大
学
山
田

幸
男
教
授
が

､

旧

き

革
袋

に

新
し
い

酒
を

も

る
の

古
諺
の

よ

う
に

､

新
し
い

着
想
を

も
っ

て
､

市
民

社
会
と

行
政
法
と
の

有

機
的
関
係
を

考
究
さ

れ

る

本
書
を

刊
行
さ

れ

た

こ

と

は
､

著
者
の

追
及
さ

れ

て
い

た

理
論
的
分
析
の

集
大
成
の

意
義
を

担
う

も

の

と

し
て

､

高
く

評
価
さ

れ

る
ぺ

き

で

あ

る
｡

本
書
は

全
二

篇
八

草
三

四

九

頁
の

労
作
で

あ

り
､

部
分
的
に

は
､

法
律

時
報
そ
の

他
の

学
術
雄
誌
に

掲

載
さ

れ
た

も
の

で

あ
る

が
､

こ

の

点
か

ら

し

て

み
て

も
､

本
書
の

モ

チ

ー

フ

が

多
年
に

わ

た

り

温
め

ら
れ

て

き

た

も

の

で

あ

る
こ

と

を

思
い

知
ら
さ

れ

る

わ

け
で

あ

る
｡

か
つ

､

そ
の

故
に

こ

そ
､

本
書
｢

行
政

法
の

展
開
と

市
民

法
+

が
､

山
田

行
政
法
学
の

体
系
に

お
い

て

占
め
る

地

位
の

少
か

ら

ず
大
き
い

も
の

で

あ

る

こ

と

を

暗
示
さ

れ

る

も

の

で

あ

る
｡

以
下

､

本

書
の

内
容
を

碍
介
し
､

若
干
の

感
想
を

附
記
し

ょ

う
と

思
う

い

〓

第
一

篇
｢

現
代
行
政
法
の

展
開
と

市
民

法
と
の

関
係
+

は
二

幸
か

ら

な

る
｡

第
一

章
は

､

｢

イ

ギ

リ
ス

に

お

け
る

行
政

法
の

展

開
+

を

取

扱

う
｡

第
一

節
｢

行
政
法
の

成
立
と

展
開
+

｡

イ

ギ
リ

ス

に

お

い

て

は
､

従
来
行

政
法
を

香
認
す
る

意
見
が

支
配

的
で

あ
っ

た

(

ダ

イ
シ

ー

は

そ
の

典

型
)

が
､

一

九
世
紀
後
半
の

イ

ギ

リ

ス

社
会
が

､

一

方
で

は

産

業

革

命
の

成

熟
･

資
本
主

義
的
企
業
の

増
加
と

発
展

､

他
方
で

は

そ
の

た

め
の

社
会
問

題
の

発
生
と

い

う
二

面
を

も

ち
､

後
者
の

解
決
の

た

め

前
者
の

統
制
の

必

琴
換
言
す
れ

ば
､

財
産
権
の

絶
対

契

約
自
由
の

原
則
に

対

す
る

修
正

､

公
益
の

た

め

に

私
人
.の

権
利

･

自
由
を

制
限
す
る

必
要
を

生
じ
た

こ

と
､



酵素
も

p

そ
の

た

め

に
､

司
法
裁
判
に

よ
る

公
正

と

い

う
コ

モ

ン

･

ロ

ウ
の

滑
極
的

機
能
に

代
っ

､
て

行
政
庁
に

よ

る

公
益

･

利
益

. の

調
整
と
い

う
議
会
制
定
法

の

積
極
的
機
能
に

期
待
す
る
に

至
っ

た
こ

と
､

つ

ま

り
､

議
会
制
定
法
に

お

い

て

行
政
法
が

成
立
し

た
の

で

あ

る
ペ

ニ

の

意
味
で

､

行
政
法
は

ま
さ

に

イ

ギ

リ
ス

市
民
社
会
の

内
部
的
要
請
を

担
っ

て

登

場

し

た

も

の

で

あ

ゃ
｡

と
こ

ろ
で

､

こ

の

よ

う
な

行
政
法
を

運

営
す
る

大
臣

･

公
共
団
体

･

行
政
特
別

裁
判
所
(

個
人

間

な
い

し

個
人

と

国

家
･

地

方

団

体

と
の

間
の

争
い

を

決

定

す
る
)

の

行
為
は

､

ド

ノ

モ

ア

一

報
告

書
に

よ

れ

ば
､

手
続

上
､

司
法

的
な
い

し

準
司
法
的

､

耗
行
政

的
の

三

種
に

分
け

ら

れ
､

い

ず

れ

む
､

行
政
救
済

､

と

く
に

行
政
訴
訟
に

関
連
し

て

意
味
を

も
つ

｡

イ

ギ
ヽ

リ
ス

通
常
裁
判
所
(

高
等
法

院
)

に

よ

る

行
政
の

コ

ン

ト
ロ

ー

ル

に

は

監

ヽ

ヽ

視
的
管
轄
権

昌
匂
e

ヨ
訂
○

召
j

喜
-

申

巴

邑
○

ロ
(

コ

モ

ン
.

･

ロ

ウ

上

の

も

の

で
､

大

権

令
状
(

命
令
)

(

サ

ー

シ

オ

レ

ア

ラ

イ
･

プ

ロ

ヒ

ビ

シ

ョ

ン

●

マ

シ

ア
イ

マ

ス

)

を

中
心

と

し

て
､

無

権

限
･

手

続
の

違
背

･

権
力
の

纂
奪

(

裁
量
の

濫

用
)

の

違
法

行

政

に

対

す

る
)

､

と
､

上

訴

審

的

管

轄

権

名
官

-

-

巳
e

首
-

切

巴
O

t
-

呂
(

制

定

準
上

の

も
の

事
実

問
題

･

法

律
問

題

に

対

す
る
)

と

が

あ

る
｡

以

上
の

通
常
裁
判
所
に

よ

る

コ

ン

ト
ロ

ー

ル

の

外
に

､

直
接

､

行
政
処
分
を

争
う
も
の

と

し
て

､

衡
平
法
上

の

救
済
手

段

で

ぁ
る

イ
ン

ジ

ャ

ン

ク

シ

ョ

ン

･

デ

ク

ラ

ラ

ト

リ
･

オ

ー

ダ

ー
■
が

､

挙
げ

ら

れ
る

｡

イ

ギ

リ
ス

の

行
政
訴
訟
制
の

特
色
は

､

前
述
の

訴
訟
手
段
に

よ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

る

権
限
訴
訟
と

法
の

支
配
(

法

治

主

義
)

で

あ

る
､

と

さ

れ

る
｡

第
二

節
｢

福
祉
国
家
に

お

け

る

行
政
機
能
+

で

は
､

ま

ず
イ

ギ

リ
ス

に

成
立
し
た

福
祉
国
家
の

観
念
的
規
準
が
二

つ

あ

る
と

し
､

そ

の
一

つ

は
､

社
会
保
険

･

社
会
扶
助
に

関
す
る

制
定
法
の

整
備
に

よ

る

社
会
保
障
体

係

入

■
.

∵
ノ

一■-

㌣
･
蛋

心

卜
一

の

完
全
性
で

あ

り
､

そ
の

二

は
､

社

会
化
立

法
に

廿
る

重
要
産
業

･

事

業
.

鎗

の

国
有

･

国
営
を

担
当
す
る

公
社
制
度
で

あ

る
､

と
さ

れ

る
｡

こ

の

よ

う

β

な

福
祉
国
家
の

行
政
機
能
と

し

て
､

第
一

に

社
会
保
障
関
係
の

行
政
(

人

民
の

市

民

的

権
利
の

侵
害
は

通

常

生

じ
な

い

サ

ー

ヴ
ィ

ス

行

政
)

､

第
二

′

に

住
宅

･

都
市
田

園
計
画

･

新
都
市
建

設
の

行
政

･

衛
生

･

農
耕
方
法
の

国
家
監
督
な

ど
の

行
政

(

土

地
の

強
制

買

収

極

力
･

余
裕
住

宅
の

強
制
収

用

権
力

･

計

画

行
政

に

つ

き

広

汎

な

裁
量

権
を

も

つ

プ

ラ

ン

ニ

ン

グ

行

政
)
､

第
三

に

重

要
産
業

･

企
業
の

国
有
化
法
律
に

よ
っ

て

制
定
さ

れ

た

公

社
の

行
政
(

産
業

的
･

商

業

的

行

為

者
と

し
て

の

行

政
)

､

第
四

に

経
済
統

制
者
と

し
て

の

行
政

､

第
五

に

労
任
の

仲
裁
者
と

し
て

の

行
政
が

あ

る
｡

福
祉
国
家
の

行
政
は

､

法
の

支
配
と
の

関
係
で

二

つ

の

問
題
を

も
つ

｡

東

一

は
プ

ラ
ン

ニ

ン

グ

行
政
な

ど

に

み

ら

れ

る

(

地

域

指

定
･

区

域

指
定

･

立

退
･

強

制
買
収
の

処

分
の

)

広
汎
な

裁
量
権
で

､

通
常
裁
判
所
は
コ

ン

ト
ロ

ー

ル

で

き

な
い

｡

第
二

は

裁
量
の

濫
用

･

無
権
限
等
の

右
行
政
に

つ

き
､

前
記
通

常
裁
判
所
の

管
轄
権
に

よ

り

出
訴
で

き

る
｡

訴
訟

提
起
を

し

た

私
人
は

､

訴
訟
扶
助

･

助
言
法

ど
P

g

巴

A

己

甲
ロ

P

A

き
1

訂
e

A
c
t

-

若
や
.
の

援
助
を

受
け

ら

れ

る
｡

こ

の

点
は

注
目
さ

れ

て

よ
い

｡

第
三

節
｢

福
祉
国
家
に

お

け
る

法
の

支
配
+

で

は
､

第
一

に
､

福
祉
行

政
､

プ

ラ
ン

ニ

ン

グ

行
政
の

発
展
が

､

そ

の

行
政
の

具
体

化
に

あ

た

り

自

然
的
正

義
を

あ

ら

わ

す
慎
重

な

行
政
手

続
(

処

分

案
の

発

表
･

異

議

申

立
･

地

方

公

聴
会
･

報
告

書
･

大

臣
に

よ

る

処

分

案
の

承

認

な
い

し

確

認
)

を

と

り

私
益
の

保
護
に

一

面
努
め

つ

つ

も
､

他
面
大
臣
の

最
終
処
分

に

つ

き
､

な

る
､ぺ

く

裁
判
上

も

く
つ

が

え

し
え

な
い

方
向
に

移
行
し
っ

つ

ぁ

る

こ

と
､

そ

し
て

か

か

る

近

時
の

立

法
及
び

裁
判
例
の

傾
向
は

､

従
来

l
∴

､
･

l

ノ

斗

ニ

ー
灯

′

･
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プ
一

～

∵

廉

の

伝
統
的
な

法
の

支
配
の

観
念
(

い

か

な
る

行
政

権
の

発
動
で

あ

れ
､

そ

れ
が

､

統
治
行

為
で

な

く
､

そ

し
て

訴
の

利
益
を

充

足

す
る

限

り

は
､

裁

判
所
の

統
制
が

及
ぶ
)

と

は

や

や

異
な

る

思
想
を

立

法
府
が
い

だ

い

た

こ

阜
の

所
産
で

あ

る

こ

と
､

し
か

し
､

他
面
で

は
､

国
家
責
任
が

事
実
上
α

承
認
か

ら

制
定
法
上

の

承
認
(

国
王

訴

追

法

C

3
室
戸

勺

萱
U

e
e

巴
ロ

g

A
｡
t

-

窒
○

に

昇
進
し
た

こ

と

に

お
い

て
､

福
祉
国
家
に

お

け
る

法
の

支
配
の

強
化
さ

れ

た
こ

と

を

取
扱
わ

れ

る
｡

第
二

に
､

福
祉
国
家
行
政
の

重
要
な

担
当

機
関
た

る

行
政
特
別
裁
判
所

の

構
成
と

運
用

､

及
び

行
政
上
の

聴
聞
(

土

地

収

用
･

新

都
市
の

開
発
計

画
な

ど
に

お

け

る
)

の

運
用
に

関
す
る

フ

ラ
ン

ク
ス

委
員
会
の

報
告
書
が

取
上
げ
ら

れ
る

｡

け
だ

し

琴
一

次

大
戦
後

英
国
選
挙
民

は
､

広
汎
な

社
会

保
障
と

広
汎
な

経
済
管
理
を

任
務
と

す
る

政
府
を

選
ん

だ

結
果

､

私
権
と

公
権
の

調
和
を

は

か

る

手
続
の

再
考
が

必

要
と

な
っ

た

の

で

あ

る
｡

第
四

節
｢

公
社
制
度
の

展
開
と

そ
の

背
景
+

イ

ギ

リ
ス

で

は
二

〇
世
紀
の

初
め

ま
で

に
､

水
道

･

ガ

ス

･

電
気

･

電

ぎ
事
業
は

､

地

方
団
体
に

よ
っ

て

所
有
経
営
さ

れ

る

に

至
っ

攻
｡

第
一

次

大
戦
中

､

鉄
道
法
(

一

九
一

二

年
)

に

よ
っ

て

鉄
道
が

四
つ

の

会
社
に

統

合
さ

れ
､

次
い

で

電
気
供
給
法
(

一

九
二

六

年
)

に

よ

り

中
央
電
気
委
員

会
が

創
設
さ

れ
､

こ

れ

が

国
家
的
規
模
に

お

い

て

電
気
の

発
電

･

供
給
の

統
制
を

行
っ

た
｡

な
お
ロ

ン

ド
ン

旅
客
運
送
法
(

一

九
三

三

年
)

に

よ

り

道
路

･

地

下

鉄
の

旅
客
運
送
を

調
整
す
る
ロ

ン

ド

ン

旅

客

運

送

委

員

会

が
､

,
㌢

ら

に
′一

九
二

六

年
に

プ
ロ

グ

ラ
ム

の

水
準
を

高
く

維
持
し
､

商
業

由
援
助
を

排
す
る

た

め

英
国

放
送
公
社
が

創
設
さ

れ

た
｡

以

上

が

初

期
の

公
社

苫
廿

-

ど

｡

｡

ぷ
｡

邑
ナ

旨

ふ
代
表
的
例
で

あ
る

｡

一

九
四

五

年
よ

り

五

〇

年
に

至
る

重
要
産
業

･

企

業
の

国

有
･

国
営
化
は

､

第
三

次
労
働

党
内
閣
に

よ

り

行
わ
れ

た
｡

そ

の

動
機
は

､

第
一

に

生

産
の

上

昇
=

経
済

的
能
率
の

向
上

､

完

全
属

僚
､

第
二

に

重
要
事
業
の

調
整
(

鉄

道
届

送
と

道

路

運

送
の

調

整
な

ど
)

､

第
三
に

大
規
模
な

産
業

･

企
業
の

経

営
と

そ

の

社
会
に

対

す
る

責
任

､

に

在
る

｡

公
社
は

法

人
と

し

て
､

｢

経
営
的

･

経

済
的
+

公
社
(

石

炭
･

電
気

･

ガ

ス

･

運

輸
･

航
空
)

｢

経
営
的

･

社
会

的
+

公
社
(

医

療
･

都

市

計

画
･

食
塩
)

｢

規
制
的

･

社
会
的
+

公
社
(

英

国
銀

行
･

土

地

開

発
･

原

綿
輸
入

配
分
)

の

多
様
な

形
態
を

と
っ

て

い

る

が
､

ま
た

経
営
の

官
僚
化

･

独
占
に

よ

る

経
済
能

率

向
上

の

動

機
の

欠

如
･

重
要
企
業
の

調
整
に

つ

い

て

の

政

策
的
不

充
分

･

消
費
者
利
用
者
の

利
益

保
全
の

問
題
な

ど
を

内
包
し

､

そ
の

解
消
の

た

め

に
､

政
府
に

よ

る

政
策
上
の

統
制
権
の

強
化
及
び

料
金

･

価
格
に

閲
し

特
別
裁
判
所
に

対

す

る

異
議
申
立
(

一

九

四

七

年
)

･

消
費
者
会
議
(

一

九
四

六

年
)

な

ど

が

用
意
さ
れ

て

い

る
｡

か

く
て

､

リ

ギ

リ
ス

に

お

け
る

今
日

の

公

社
の

役
割

は
､

そ
の

歴
史
的
背
景
か

ら

考
察
す
る

と

き
､

福
祉
国
家
の

実
現
を

目

的

ヽ

ヽ

ヽ

と

す
る

社
会
化
に

あ

る
､

と

説
か

れ

る
｡

第
五

節
｢

イ

ギ

リ
ス

行
政
法
の

展
開
が

示

唆
す
る

も
の

-
結
語
-
+

で

は
､

第
一

に
､

ダ

イ
シ

が
一

九
世
紀
憲
法
の

イ

ギ

リ
ス

憲
法
の

特
質
を

糾

議

会
の

法
的
主
権
の
法
の

支
配
榊
憲
法
慣
習
に

求
め

た
こ

と
､

そ

し
て

こ

の

ダ

イ
シ

理
論
は

の
に

お

い

て

議

会
制
定

法
を

無
視
し

た

構
成
で

普
通

法

に

七

る

支
配
に

外
な

ら

な
か
っ

た

こ

と
､

そ

の

故
に

､

イ

ギ

リ
ス

の

政
治

的
･

社
会
的

･

経
済
的
条
件
の

推
移
に

と

も

な

う

議
会
制

定
法
の
■
増
大
な

い

し

最
近
の

福
祉
国
家
化
に

よ
っ

て
､

ダ

イ
シ

ー

の

法
の

支
配
が

大
き

く

償

晋
れ

る
に

至
っ

て

い

る
こ

と
､

換
言
す
れ

は
､

琴
会
制

定
港

芸
め

.

仰
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H

邑
｢

ナ

る

範
囲
に

お

い

て

は
､

ダ

イ
シ

ー

的
法
の

支
配
は

も

は

や

維
持
さ

れ

な
い

こ

と

を

指
摘
さ

れ

る
｡

第
二

に
､

イ
ギ

リ

ス

行
政
法
の

展
開
に

よ
っ

て

川

市
民

法
の

基
本
原
理

を

修
正

す
る

も
の

こ

そ

行
政
法
で

あ

る
こ

と

何
行
政

手
続
の

実
現
に

よ

り

行
政
法
は

予
防
司
法
で

あ

る

こ

と

を

認

識
さ

れ
た

こ

と

の
福
祉
国
家
の

行
政
は

管
理

行
政
で

あ
る
こ

と

(

市
民

法
へ

の

接
近
)

印
行
政
の

観
念
な

り

行
政
行
為
の

定
義
が

行
政
訴
訟
の

機
能
面
か

ら
､

司

法
的

･

準
司
法
的

･

続
行
政
的
行
政
行
為
と

な
さ

れ

て

い

る

点
が

帰
結
さ

れ
､

わ
が

国
の

場
合
と

対

此
･

検
討
す
べ

き

も
の

が

あ

る
､

と

さ

れ

る
｡

第
二

革
は

｢

現
代
に

お

け

る

わ
が

行
政
法
と

市
民

法
と
の

関

係
+

を

取

扱
う

｡

第
一

節
｢

わ

が

国
は

福
祉
国
家
と
い

い

う
る

か
+

で

は
､

イ

ギ
リ

ス

的
福
祉
国
家
た

り

う
る

た

め

に

は
､

社
会
保
障
体
系
の

完
全
つ

ま

り

社

会
保
険
と

社
会
扶
助
と

の

接
近

な
い

し

統
合
と

公
企
業
に

お

け

る

社
会
化

意
識
が

必

要
で

あ

る

と

し
､

わ

が

国
の

現
段
階
に

お
い

て

か

か

る

福
祉
国

家
と

呼
び

え

な
い

こ

と

を

明
ら

か

に
さ

れ

る
｡

福
祉
国
家
は

他
の

文
化
国

家
･

社
会
国
家
と

同
様
法
律
的
概
念
で

な

く
､

傾
向
的
概
念
で

あ
っ

て
､

そ
の

観
念
の

立
て

方
に

二

つ

あ

り
､

広
義
で

は
､

積
極
的
な

国
家
目
的
の

承
認

･

行
政
棟
能
の

変
遷

､

狭
義
で

は
､

社
会
保
障
体
系
の

充
実
で

あ

る

と

さ

れ
る

｡

イ
ギ

リ
ス

で

は
､

ど

ち

ら
か

と

い

え

ば

広

義
に

お

い

て
､

ド

イ

ツ
.

フ

ラ
ン

ス

な
ど

で

は

狭

義
に

お
い

て

考
え

る

傾
向
を

も
つ

｡

こ

の

差
異
は

､

歴
史
的
に

み

れ

ば
､

産
業
革
命
を

最
初
に

経
験
し

資
本
主

義

の

成
立
に

お

い

て

先
進
国
で

あ
っ

た

イ

ギ

リ
ス

は
､

自
由
放
任
政
策
の

下

に
､

個
人
の

自
由
括
動
を

尊
重
し
､

国
家
活
動
を

秩
序
維
持
に

限
定
し

て

お

く
こ

と

が

で

き

た
の

に

対
し

て
､

■■
資
本
主

義
の

成
立
に

お

い

て

後
輩
で

あ
っ

た

欧
大
陸
諸
国
は

､

国
家
括
動
を

よ

り

広
く

限
定
し

､

国
家
目

的
の

穂
橡
的
承
認
に

お

い

で

は

イ

ギ

リ
ス

の

先
資
と

な
っ

た
こ

と

に

よ

る
一

路

線

り

に
､

法
治
国
家
と

し

て

の

福
祉

国
家
で

は
､

社
会
保
障
関
係
に

お

け

る

6

人
民
の

給
付
請
求
権
を

担
保
し

､

さ

ら

に
､

行
政
機
能
の

変
遷
に

伴
う
広

汎
な

行
政
活
動
か

ら

人
民
の

極
利

･

自

由
を

守
る
こ

と
が

必

要
で

あ

る
｡

第
二

節
｢

私
法
制
度
の

変
遷
と

行
政

法
と
の

関
係
+

で

は
､

第
+

に
､

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

行
政

法
を

市
民
法
と
の

関
係
に

お

い

て

位
置
づ

け

評
価
す
る

こ

と

の

必
要

ヽ

ヽ

ヽ

な
こ

と
､

資
本
主
義
の

発
展
に

と

も

な
い

､

社
会
的

･

経
済
的
弱
者
の

利

益
の

保

護
を

目

的
と

し
て

発
生

し

た

社

会

迭
(

労
働
法
)

･

経
済
法
(

私

的
独

占

禁
止

法
)

以

外
に

多
く
の

行
政

法
が

あ

り
､

そ

れ

ら

は

市
民

法
の

基
本
的
原
理

-
所
有
権
の

絶
対

性
･

契
約
自
由
の

原
則

･

不

法
行
為
に

お

け
る

道
義
的

責
任
の

原
則

1
を

修
正

す
る

も

の

で

あ

る
こ

と

を

認
識

す
る

｡

第
二

に
､

市
民
法
秩
序
の

内
部
に

お

い

て

所
有
権
の

演
ず
る

社
会

的
機
能
が

変
遷
す
る

こ

と
､

福
祉
国
家
で

は

所
有
権
の

絶
対

性
が

修
正
せ

ら
れ

､

法
律
に

よ

り

所
有
権
の

内
容
を

自
由
に

定
め

う
る
こ

と
､

財
産
権

(

と

く

に

所

有

棲
)

の

保
障
(

憲
法
二

九

条
一

項
)

×

使
用

･

収
益

･

処

分
の

自
由
(

民

珪
一

一

〇

六

条
)

=

営
業
の

自
由
(

憲

治
二

一

条
一

項
)

の

立
論
が

可
能
と

す
れ

ば
､

特
許
制
(

食

品

衛
生

法
･

鉱
業
法

･

ガ

ス

事

業

法
･

地

方
鉄

道

法
･

軌
道

法
･

道
路
運

送

泣
･

倉
庫
業
法

･

水

道

法
等
)

も
､

所
有
権
の

絶
対

性
の

修
正
に

外
な

ら

な
い

こ

と
､

わ

が

公
企
業
を

イ

ギ

リ
ス

と

同
様
私
的
所
有
極
よ

り

社
会
的
所
有
権
へ

の

展
開
と

し
て

把
握

し
て

よ

い

面
の

あ

る
こ

と

を

指
摘
さ

れ

る
｡

第
三

に
､

契
約
自
由
の

原
則

の

修
正
が

論
じ

ら

れ

る
｡

い

わ

ゆ

る

附
合
契
約

･

普
通

契
約
条
款

･

標
準

契
約
な

る

も
の

は
､

旅
客

運
送
契
約

･

供
給
契
約
(

ガ

ス

･

水

道
･

電
気
)
･

保
険
契
約
な

ど
に

お

い

て
､

経
済
的
弱
者
た
る

利

用

者
の

契

約
上

の

自

1

一

ノ

←

ら
ト

■′J

■

≒

賢

覧
■ ､

■

､

′

､

′プ
き

二

■｢
二

J
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ノ

洩
意
思
を

完
全
に

香
認
し

産
業
的
支
配
者
の

契
約

意

思
を

強

制
し

て

い

る
｡

か

か
る

場
合
の

利
用
者

･

消
費
者
の

利
益
の

擁
護
は

ま
さ

に

国
家
的

規
制
(

供
給
規
程

･

約
款
の

認

可

制
､

契
約
締
結
強
制
)

に

よ

る

外
は
な

い
｡

同
様
に

､

大
企

業
と

労

働
者
と
の

問
で

行
わ

れ

る

労
働
契
約

･

団
体

協
約
鴻

労
働
基
準
法
に

よ
っ

て

保
障
さ

れ

る
｡

第
四
に

､

不

法
行
為
に

お

け

る

主
観
的
要
件
の

修
正

と

し
て

､

無
過
失
責
任
の

採

用
が

論
ぜ

ら

れ

る
｡

不

法
行
為
の

成
立

･

損
害
の

発
生
そ

の

も
の

を

防
止

す
る

た

め
の

行

政
法
の

制
定
は

､

予
防
的
司

法
の

意
義
を

示
す
と

さ

れ

る
｡

第
三

節
｢

予
防
司
法
と

し

て

の

行
政
法
の

認
識
+

で

は
､

第
一

に

行
政

法
の

法
益
と

し
て

ぃ
権
力
的
行
政

作
用
法
の

法
益
(

公

共
の

安

全
と

秩

序

の

鮭
持

･

利
用

者

消

費

者
の

利
益
･

住
民

一

般
の

利
益
の

増
進
)

と

の
管

理
的
行
政
作
用
法
の

法
益
(

生

活
･の
配
慮
)

と

を

挙
げ

ら

れ
､

こ

れ

ら

を

規
律
す
る

法
律
の

中
に

は

不

法
行
為
と
の

関
係
で

予
防
司
法
的
性
椅
を

も

つ

も
の

が

あ

る

こ

と
､

第
二

に
､

イ

ギ

リ
ス

に

お

け
る

地

域
指
定
処
分
案

を

め

ぐ
る

行
政
手

続
は

､

そ

れ
が

事
前
手
続
で

あ

る

点
で

予
防
司
法
的
性

格
を

も

ち
､

わ

が

国
に

お

け

る

対

応
例
に

示

唆
す
る

と
こ

ろ

が

大
で

あ
る

こ

と

を
､

明
ら
か

に

さ

れ

る
｡

･
第
周

節
｢

管
理

的
行
政
法
の

展
開
と

市
民

法
と
の

関
係
+

で

は
､

福
祉

国
家
に

お

け

る

管
理

的
行
政
(

イ

ギ

ヮ

ス

で

は
､

国
有

化
企

業
･

社

会
保

障
の

公

社

制
虔
に

お

い

て

論
じ

ら
れ

た
)

は
､

ド

イ

ツ

に

お
い

て
､

社
会

自
的
の

非
権
力
的
行
政
作
用
或
い

は

給
付
者
行
政
な
い

し

生

活
配
慮
行
政

と

呼
ば

れ

る

が
､

こ

れ

に

と

ら

わ

れ

ず
､

管
理

的
行
政
組
織
法
と

管
理

的

行
政
作
用
法
と

に

分
祝
し
て

､

わ
が

管
理

的
行
政

法
の

展
開
と

市
民
法
と

㌧

の

関
係
に
･
つ

い

て

の

試
論
を

述
べ

ら
れ

る
｡

ま

ず
公
社

等
の

親
戚
形
患
を

糾
政
府
な

ど
の

公
の

全
額

出
資

･

融
資
に

よ

る

も

の

(

公

社
･

公

団
･

公

庫
･

事

業

団
･

振
興

会
)

榊
公
私
混
合
の

出

資
に

よ

る

も

の

(

∽
公

法
人

と

し
て

日

本

銀

行
･

金

庫
･

研

究

所

㈹
特

殊

会

社

と

し
て

東
北

開
発
株

式

会
社
･

電
海
関
発
株
式

会

社
)

伸
そ

の

他
の

公

法
人
で

営
造
物
で

な
い

も

の

(

∽
政
府

外

廓

団

体

的

な
も

の

と

し

て

日

本
観

光
協

会
･

日

本

中

央

競

馬
会

･

日

本

自

転

車
振
興

会

仲
社

会

扶

助
･

社

会

保

険
の

一

環
を

な

す
も

の

と

し
て

日

本

学
筏
安

全

会
･

日

本

学

校

給

食

会

な

ど

卵
公

共
覿

合

的

な

も
の

と

し
て

鉱
害
復
旧

事
業
団
)

に

分

類
さ

れ
､

わ

が

国
の

公
社
は

､

イ

ギ
リ

ス

と

は

異
な

り

私
企
業
の

社
会
化
で

な

く
､

政
府
の

営
造
物
に

法
人

祐
を

賦
与
し
た

も

の

に

す
ぎ

ず
､

社
会
化
思
想
に

欠
け
て

い

一
望

】

と
､

政

府
の

外
廓
団
体
と
か

私
法
上
の

財
団

法
人
の

変
形
な
ど

が

相
当
み

う
け

ら

れ
､

か
つ

そ

れ

が

政
府
補
助
金
に

依
存
す
る
こ

と

を

思
え

ば
､

制
度
的
に

疑
問
さ

ら

に

特
別
の

組
織
形
態
が

企
業
会
計
的
に

運
営
さ

れ
る
べ

き

も
の

と
さ

れ

で
い

な

が

ら
､

国
の

予
算
制
虔
に

服
し
､

そ
の

限
度
で

経

営
の

自

主

性
が

存
し

な
い

と
､

そ
の

難
点
を

指
摘
さ

れ
る

｡

次
に

､

社
会
保
険
に

関
す
る

組
織
法
の

展
開
が

行
わ

れ
､

そ
の

経
理

に

関
す
る

諸
規
定
か

ら

の

特
別
会
計
法
に

よ

る

も
の

(

健
康
保

険

事

業
･

日

雇

労

働
者

健
康

保

険
事

業
な
ど
)

拘
共
済
組
合
方
式
の

も
の

で

企
業
会
計
原
則
に

基
く

も
の

(

各

種
共

済
取

合

事

業
)

糾
独
立

法
人

方
式
の

も
の

(

日

本
学

校

安

全

会

な

ど

で

何
に

準

ず
る
)

に

分
類
さ

れ

る
｡

管
理

的
行
政
作
用
法
の

展
開
と

市
民

法
で

は
､

第
一

に

公
社
等
の

公
企
業
の

利
用
関
係
は

｢

公
行
政
の

経
済
的

企
業
に

よ

る

生

活
配
慮
+

に

属
し
､

こ

の

関
係
の

性
質
を

私
法
上
の

当
事

者

関
係
と

な

す
｡

け
だ

し
､

実
定
法
上

､

特
別
の

規
定
の

あ

る

場
合
の

外

■■

唱

利
用
朗
係
の

性
質
に

か

ん

が

み
て

､

同
様
の

港
律
掬
係
は

何
層
の

港

ゼβ∂
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篠
原
埋
に

よ
ゥ

て

鼠
径
さ

れ
る
ぺ

き

こ

と

を

相
当
と

す
る
か

ら
､

囲
ま
た

は

地

方
公
共
団
体
の

営
む

事
業
に

つ

い

て

も
､

私
人
の

営
む

事
業
に

お

け

､

る

と

同
様

､

原

則
と

し
て

私
法
的
な

規
律

･

原
理

が
一

般
法
と

し
て

支
配

･
す
る
｡

公
企

業
の

利
用
関
係
に

つ

き

法
令
上

特
別
の

定

め

が

あ

る

と

き

は
､

そ

の

通

用
を

受
け

る
｡

地

方
公
営
の

ガ
ス

･

電
気

･

水
道
の

供
給
規

鍵
･

条
例
は

､

権
力
関
係
た

る

行
政
と

人
民
と

の

関
係
を

規
律
す
る

も
の

で

は

な
い

｡

郵

便
事
業

･

公
衆
電
気
通
信
事
業

･

日

本
放
送
協
会
の

放
送

事
業

･

公

営
住
宅
事
業
な

ど
の

利
用
関
係
に

つ

い

て

は
､

法
律
及
び

そ
の

委
任
た

る

命
令

､

条
例
に

よ

り

定
め

ら
れ

る
｡

こ

れ

ら
の

定
め

は
､

公
共

の

福
祉
を

理

由
と

し

て
､

普
通
契
約
条
款
に

相
当
す
る

も
の

を

直
接
法
令

の

形
式
に

よ
っ

て

定
め

て

い

る

も
の

で
､

私
法
上
の

当

事
者
関
係
に

関
す

る

特
別
規
定
と

み

る
こ

と
が

で

き
る

｡

と

す
れ

ば
､

か

か

る

行
政
法
規
は

私
法
の

特
別

法
を

な

す
も
の

と

立
言
す
る

こ

と

が

で

き

る
､

と
さ

れ

る
｡

社
会
保
険
の

利
用
関
係
の

性
質
は

､

給
付
の

受
給
要
件

･

受
給
額
な

ど
の

保
険
会
社
の

普
通
保
険
約
款
に

相
当
す
る

条
款
が

法
令
に

よ
っ

て

直
接
定

め

ら
れ

て

い

る

意
味
で

､

当
事
者
関
係

･

契
約
関
係
で

あ

る
｡

保
険
料
の

強
制
徴
収
規
定

(

失

業

保

険
･

日

雇

労

働
者
健

康

保
険
∵

厚
生

年
金

保

険

ヽ

ヽ

ヽ

法
)

が

あ

る

か

ら
､

右
の

当
事
者
関
係

･

契
約
関
係
は

公

法
上
の

当
事
者

関
係

二
契

約
関
係
で

あ

る
｡

社
会
扶
助
に

お

け
る

受
益

関
係
の

性

質
は

､

営
造
物
利
用
関
係
と

し
て

特
別
権
力
関
係
を

な

す
｡

社

会
扶
助
に

お
い

て

は

民
法
上
の

扶
養
義
務
が

全
面
的
に

優
先
す
る

､

と

さ

れ

る
｡

第
五

節
｢

わ

が

行
政
法
の

展
開
を

め

ぐ
る

若
干
の

理

論
上
の

問
題
-
結

語
1
+

で

は
､

イ

ギ

リ
ス

行
政
汝
の

展
開
に

よ
っ

て

此

較
法
的
に

把
握
さ

れ

た

諸
問
題
を

検
討
し
て

､

最
後
に

｢

行
政
法
は

私

法
め

特
別
法
で

あ
る
+

こ

と

を

検
証
さ

れ

る
｡

著
者
は
､

行
政
法
と

私
汲
と

の

院
展
に

つ

き
､

田

中
二

郎
教
授
説
に

同
調
さ

れ
､

次
の

よ

う
に

述
べ

ら

れ

る
｡

｢

干
渉
行
政

(

E

訂

笥
i

特

等
e

→

宅
已
t

戸
口

巴

に

お
い

て

は
､

行
政
法
上

の

特

定
の

法

益

を

ま

も

る

た

め
に

､

所
有
権
の

不

可
侵
性
な

ど
の

市
民

法
の

基
礎
的
原
理

を

修
正

す
る

規
制
的
な

権
力
が

い

わ

ば

市
民

法
外
在
的
に

行
使
さ

れ

る
の

で

あ
っ

て
､

か

か

る

干
渉
行
政
の

根
拠
法
た

る

行
政
法
は

､

と

う
て

い

私

法
の

特
別
法
と

は
い

え

な

い

か

ら

で

あ

る

し
､

又

す
で

に

み

た

よ

う
に

､

生

活
配
慮

(

ロ
P

邑
口

笥
○

諾
○

品
e

)

の

管
理

的
行
政
法
は

､

そ

の

組
織
法

に

せ

よ
､

そ
の

作
用
法
に

せ

よ
､

私
法
の

特
別
溢
と
み

て

よ

い

場
合
が

通

例
で

あ
る

か

ら
で

あ

る
｡

+

(

一

八
二

頁
)

｡

次
い

で
､

行
政
の

観
念

と

行

政
行
為
の

定
義
に

つ

き

著
者
は

ぃ
通
説
が

行
政
行
為
を

実
定
法
上
の

概
念

で

な

く

学
問
上
の

概
念
と

し

て

目

的
論
的
に

構
成
し
て

い

る

点
の
行
政

行

為
を

私
法
上
の

法
律
行
為
に

類
推
し

て

分

類
･

畷
症
論
を

行
っ

て

い

る

点

に

疑

問
を

提
示
さ

れ

る
｡

す
な

わ

ち
､

イ

ギ

リ
ス

の

行
政
行
為
の

観
念

構

成
は

経
験
主
義
的
合
理

主
義
的
思
考
か

ら

な

さ

れ

る
､

つ

ま

り

行
政
行
為

を

裁
判
判
決
と

の

類
推
に

お

い

て

糾
司
法
的

･

準
司
法
的

･

鈍
行
政
的
と

分
類
さ

れ
､

い

ず
れ

も

事
前

･

事
後
の

行
政
手
続
(

聴
聞
)

を

用
意
㌦

行
政

法
の

予
防
司
法
的
側
面
を

強
調
拘
そ

の

上
で

行
政
庁
の

処
分
が

法
律
要
件

の

該
当
の

事
実
認
定

･

関
係
法
令
の

解

釈
適
用
に

よ
っ

て

な
さ

れ

る

こ

と

印
権
力
的

･

支
配
関
係

1
許
可

･

認

可
･

特
許
な

ど
の

法
律
行
為
的
行

政
行

為

-
に

つ

い

て

は
､

通

説
･

判
例
と

も
､

私
法
規
定
の

適
用

･

準

用
を

認
め

な
い

点
か

ら

も
､

法
律
行
為
と
い

う
表
現
は

行
政
行
為
に

用
い

る

必

要
に

乏
し
い

こ

と

㈹
行
政
行
為
の

環
症

論
で

も
､

民

法
の

そ

れ

と

異

な
る

独
自
の

理

論
構
成
を

と
っ

て

い

る

点
か

ら
､

｢

行
政
行
為
は

､

私
法
上

ββ昏

い
ー

イ

㌢

ル

ご
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華
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の

汝
律
行
為
に

の

み

敷
推
さ

れ

る
ぺ

き
で

は

な

く
し

で
､

裁
判
判
駄
の

方

に

類
推
さ

れ
て

よ

い

面
が

あ

る

(

一

八

四

頁
)

+

.
と

結
論
さ

れ
､

か

か

る

行
政
行
為
を

行
政
処
分
と

呼
ぶ

と

き
､

行
政

処
分
の

ほ
か

､

私
法
上
の

法

律
行
為
と

共
通
の

地

盤
に

た

ち
､

裁
判
判
決
と

は

ま
っ

た

く

異
質
の

も

の

と

し
て

､

公
法
契
約
な

ど
の

公
法
上
の

払
律
行
為
が

あ

る
こ

と

を

指
摘
さ

れ
る
｡

三

以
上

､

第
一

第
の

紹
介
で

あ

る
｡

第
二

篇
は

第
一

篇
の

各
論
的
意
義
を

も
つ

も

の

で
､

公
法
契

約
の

類
型
的
研
究
を

行
っ

て

い

る
｡

し
か

し

本
書

の

テ
ー

マ

｢

行
政
法
の

展
開
と

市
民

法
+

は
､

第
一

篇
に

お
い

て

余
す
処

か

く

縦
横
に

展
開
さ

れ
､

紙
面
の

都
合
で

第
二

篇
の

宿

介
を

省
略

す
る

が
〕

さ

し
て

差
支
え

は

な
か

ろ

う
か

と

思
わ
れ

る
｡

第
二

篇
は

独
･

仏
の

比

較
法
的
精

緻
な

考
察
を

行
っ

て

お

り
､

行
政
契
約
の

現
代
的
意
義
の

探

究
に

と
っ

て

必

頚
の

好

論
で

あ
る

｡

最
後
に

若
干
の

感
想
を

述
べ

る
｡

著

書
の

テ
ー

マ

追
及
の

視
点
の

豊
富
さ

に

驚
ろ

か

さ

れ
て

､

そ
の

体
系
を

充

分
に

消
化
す
る

こ

と

が

で

き

な

か
っ

た
が

､

望
萄
の

言
を

許
さ

れ

る

な

ら

ば
､

フ

ラ
ン

ス

･

ド

イ

ツ

の

社
会
保
障
の

実
態
の

詳
細
な

議
論
の

展
開
を

望
み

た

か
っ

た
｡

市
民

社
会
と

し
て

最
も

前
衛
的
発
展
を

遂
げ
て

き

た

イ

ギ

リ
ス

と

ど
の

よ

う
な

偏
差
を

も
っ

て

社
会
保

障
が

実
施
さ

れ

て

い

る

の

か

と

い

う
点
+

そ

し
て

､

こ

の

点
は

､

西
ド

イ

ツ
に

お

け
る

社
会
的
法
治

国
の

概
念
(

西
独
基

ネ
法
二

八

条
)

が

傾
向
的
概
念
で

あ

る
か

香
か

の

論

議
に

無
関
係
で

な
い

と

信
ず
る

｡

社
会
的
法
治
国
を

実
定
的

法
概
念
と

し

て

構
成
し

う
る

な

ら

ば
､

そ
の

メ

ル

タ
マ

ト

ル

と

し
て

何
を

求
め

る

か
｡

そ
こ

で

は
､

行
政
権
に

対

す
る

給
付

訴
訟

･

執
行
停
止

制
度
の

強
化
な

ど

の

訴
訟
制

度
面
の

検
討
を

要
請
す
る

に

至
る

で

あ

ろ

う
｡

と

も

あ
れ

､

本

書
の

真
意
を

誤
解
し
て

紹
介
し
た

の

で

は

な

い

か

と
､

危
ぶ

み
つ

つ
､

著

者
の

御
寛
恕
を

乞
う
次

第
で

あ
る

｡

(

秋
田

大

学
専

任

講
師
)

′

(
_
｢

計書二( 甲)
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